
JSTQBの認定資格は国際資格です

ISTQBを通じて、世界130カ国以上の国と認定資格の相互認証を実施

JSTQBは、日本におけるソフトウェアテスト技術者資格認定の運営組織で、世界130カ国以上の
のテスト技術者認定組織が参加しているISTQB(International Software Testing Qualifications
Board)の加盟組織として2005年4月に認定されています。

国内におけるJSTQBの資格発行数は25,683件（2024年3月時点）となっており、ソフトウェアの開発
および運用に関わるあらゆる職種の方が資格を取得しています。

本資格は、ISTQBに加盟している各国の資格と相互認証を行っており、国際資格となっています。

またJSTQBの資格は、日本政府のIT国家戦略の中で定義されているIT技術者が獲得すべき資格（※1）
に含まれており、日本政府が認めている資格になっています。

ISTQBについて

2002年にソフトウェア技術者の育成を図ることを目的として、オーストリア、デンマーク、
フィンランド、ドイツ、スウェーデン、オランダ、イギリスの8カ国のソフトウェアテスト
関連の委員会が設立した運営組織です。
現在は世界130国以上で認定資格を発行しており、世界で最大かつ最も確立された専門
認定制度の1つです。
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※1：IPAよるITスキル標準（ITSS)のキャリアフレームワークと認定試験・資格にJSTQBの資格が含まれています。



認定資格は日本全国のテストセンターで取得できます

ピアソンVUEのテストセンターでCBT方式で受験できます

受験方法はCBT（コンピュータ・ベースト・テスティング）となっており、47都道府県にある
テストセンターで受験することができます。

部門単位で決まったタイミングでの受験を希望する場合、運営パートナーの日科技連が提供している
PBT（ペーパー・ベースト・テスティング）も利用できます。
PBTはFoundation Level 試験のみとなっていますが、JSTQB認定研修とセットになったメニューも
用意しております。

学習用の日本語シラバスは無料で利用できます

シラバスは技術資料としても利用できる内容になっています

資格取得のために必要な学習用の日本語シラバスは、ISTQBのシラバスをJSTQBが翻訳しており、
WEBサイトから無料でダウンロードして利用できるようになっています。

またシラバスは技術資料としても使えることができる内容になっており、各開発現場で該当する
ソフトウェアテストの技術が必要になった際に、利用されています。

JSTQBのX（旧Twitter）のご案内

JSTQBでは試験実施、シラバスの更新、カンファレンスの開催など
をプレスリリースと合わせて、Xでも情報配信しています。

フォローをよろしくお願いします。

ピアソンVUEのWEBサイト 日科技連のWEBサイト
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